
体操競技部活動報告  2016

 

環太平洋体操競技選手権大会 

平成 28 年 4 月 8,9,10 日  エバレット（アメリカ） 

高3 文理Ｃ 山根 直記 

結果：団体総合（日本）4 位 

    個人総合    6 位 

    種目別  鉄棒  2 位 
  

この大会は、2 年に１回開催される文字通り、太平洋を取り巻く国々が集うシニア・ジュニアの合同

大会で世界の強豪中国、さらにオリンピックでメダルを狙う地元アメリカとヨーロッパ勢を除く世界

選手権に次ぐ屈指の大会です。さらに日本では、リオ五輪予選期間中ということもあり、シニアから

の参加がなく、本校の山根選手をはじめ 2 名は、シニアとして参加しました。また、アメリカは、地

元開催ということもありリオ五輪メンバーがフル出場し、非常にレベルの高い大会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんな中、団体戦では、ジュニア参加が多い日本チームであったため、4 位に甘んじるも、翌日の個

人総合選手権では、各国のオリンピック選手と互角に渡り合い見事 6 位入賞。さらに最終日、男子体

操競技の華と呼ばれる『鉄棒』では、世界のトップクラスを相手になんと銀メダルを獲得しました。 

 大会会場は、ポディウムと呼ばれる世界選手権、オリンピックさながらの施設で行われ、今後世界

に挑戦していくうえでも非常によい経験を積むことができました。 

 今回本校から参加した、山根君は、今年度キャプテンとして清風体操部の中心となる選手であり、

インターハイ 2 連覇へ向け幸先の良いスタートを切ることができ、夏への期待が大いに高まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[オリンピックさながらのポディウムでの試合前挨拶] 

 [日本チーム 

（前列左から 3 番目山根選手、後列右から 2 番目梅本監督）] 

 

[種目別鉄棒表彰式（2 位山根選手）] 

 [表彰式後、梅本監督とツーショット] 
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大阪高等学校体操競技選手権大会（インターハイ予選） 

５月２１，２２日 大阪市立中央体育館 

結果：団体総合  優勝 

   個人総合  優勝 春木三憲（３文C) 

   ２位 金山大和（３文C) 

   ３位 山根直記（３文C) 

   ４位 岡本健吾（２文C） 

   ５位 守能慧太（２六B） 

 

概 評：平成２８年度の大阪府のインターハイ出場選手を決める試合が、大阪市中央体育館サブアリ

ーナで行われました。結果は、上記の通り他校に付け入るスキを与えない圧勝でした。団体出場枠は

もちろんのこと個人出場の２名も本稿の選手で独占することができました。また、結果だけでなく試

合内容に関しても例年にない仕上がりで２日間の試合で全選手がほとんどミスなく試合をすること

ができました。今年のインターハイは、８月の３日～６日島根県の浜田市で実施されますが、選手に

選ばれた者もまた、今回惜しくも出場の機会を逃した者もみんなで一丸となって、我々清風高校にし

かない『連覇』に向けてあと２か月余り頑張っていきたいと思います。今後とも応援よろしくお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿高等学校体操競技選手権大会 

平成 28 年 6 月 11 日～12 日 

橿原公園体育館 

今年も団体総合・個人総合共に優勝し、近畿に敵なしの状態が今年も維持することができました。今

年の近畿大会は、例年に比べ早い時期での開催となり、最終目標であるインターハイへ向けての演技

構成の調整が難しい試合でした。そんな中参加したそれぞれの選手が自分の持てる力を十分に発揮し、

先輩たちが築いてくれた伝統を守ることができました。 

 

守能慧太の吊り輪の演技 
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今年度最大の目標のインターハイまであとひと月余りとなり、今回の結果をいいモチベーションへと

つなげ、ラストスパートをかけ部員一同が一丸となり悲願の連覇へ挑みます。 

夏の結果に是非ご期待ください。 
 

全国高等学校総合体育大会 

平成 28 年 8 月 3 日～5 日 

島根県 竹本正夫記念体育館 
 

 島根県が産んだ日本体操界の礎を築いた竹本正夫氏に因み名付けられた体育館で今年のインター

ハイが開催されました。昨年大阪での優勝を経験したメンバーは、一人しか残っておらず連覇を目指

すといってもほぼ一からのスタートで臨んだ今年のインターハイでした。 

 結果は、惜しくも団体総合 2位と悔しい結果となりました。優勝とわずか 0.65差とわずかの差では

ありましたが、負けは、負け。結果を真摯に受け止め今後の体操人生に生かしてくれたらと思います。 

 しかし、個人総合では 2，3 位に入り、種目別では、6 種目中 3 種目で優勝を果たし清風の底力は、

全国に大きくアピールすることができた大会でもありました。 

 来年は、メンバーが総入れ替えとなり、文字通り一からのスタートですが、今年の悔しさを糧に是

非とも優勝を勝ち取ってほしいものです。 
 

試合結果 

団体総合  準優勝 

 3 文 C 山根直記 

 3 文 C 春木三憲 

 3 文 C 上田直樹 

 3 文 C 金山大和 

個人総合 2 位 3 文 C 春木三憲 

     3 位 3 文 C 山根直記 

種目別 床 2 位 3 文 C 上田直樹 

 あん馬 優勝 3 文 C 金山大和 

 つり輪 優勝 3 文 C 春木三憲 

     2 位 3 文 C 山根直記 

 平行棒 5 位 3 文 C 上田直樹 

 鉄棒 優勝 3 文 C 山根直記 

 

団体準優勝メンバー 
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国民体育大会 

日程：10 月 2 日～5 日 

場所：盛岡タカヤアリーナ 

結果：団体総合 2 位 

参加選手：山根直記（3 文Ｃ） 

     上田直樹（3 文Ｃ） 

     金山大和（3 文Ｃ） 

     春木三憲（3 文Ｃ） 

     三輪哲平（1 文Ｅ） 

 

概評：今回は、大阪選抜チームのすべてが本校生徒で構成された、チームで大会に臨みました。 

また、予選時ではありますが、天皇皇后両陛下をお迎えしての試合でした。過去に皇后陛下や皇族の

方々が、ご臨席いただけることはありましたが、天皇皇后両陛下にご臨席いただけるという、国体体

操競技初の大変貴重な体験をすることができました。役員・審判の方々も緊張した中、選手たちは、

それぞれの演技を立派に演じてくれました。 

 決勝では、今一歩及ばず、団体総合 2 位でしたが、この経験は、今後の彼らの活躍に大きな財産と

なることでしょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄棒優勝の山根選手の演技 団体総合表彰式 

http://www.seifu.ac.jp/web/wp-content/uploads/2014/10/326.jpg
http://www.seifu.ac.jp/web/wp-content/uploads/2014/10/248.jpg
http://www.seifu.ac.jp/web/wp-content/uploads/2014/10/155.jpg


体操競技部活動報告  2016

 

ワレリーリューキンカップ 

平成 28 年 12 月 8,9,10 日 

ダラス（アメリカ） 

日本選手団団長 

清風高校体操部監督 梅本 英貴 

選手 高 3 文理Ｃ 春木 三憲 

 高 3 文理Ｃ 山根 直記 

結果：団体総合（日本）  優勝 

 

春木 三憲 

☆個人総合     2 位 

☆種目別  

 吊り輪  2 位 

 平行棒  3 位 

 鉄 棒  2 位 

山根 直紀 

☆個人総合     3 位 

☆種目別    

 床   2 位 

 跳 馬   3 位 

 鉄 棒   3 位 

 

  

 

この大会は、毎年かつての世界チャンピオンのワレリーリューキン氏がオーナーを務めるアメリカの

ダラスにあるクラブで世界中のロシアコーチを中心とした国々からの参加がある極めて大きな大会

です。今年は、日本のほかアメリカ、カナダ、ウクライナ、ロシア、メキシコ、オーストラリア、ニ

ュージーランドの８ヶ国の選手が集まりました。特にウクライナからは、先のリオオリンピック出場

選手が、また、ロシアからはナショナル選手が参加する。非常にレベルの高い大会でした。 

 上記のようにオリンピック選手等が参加するシニアの大会ですが日本からは、本校生２名を含む４

名のジュニアナショナルの選上位手が派遣されました。 

 結果は、上記の通り素晴らしい結果を収めることができました。次世代を代表する日本ジュニア選

手が他国のナショナル選手相手に持てる力を十分に発揮し、世界の体操の中心に日本が位置すること

を改めて証明してくれました。本校から参加した選手が、今回の経験を活かし、今後日本代表として

オリンピック、世界選手権で大いに活躍してくれることでしょう。 

 

 

 

 

個人総合表彰式（2 位春木選手、３位山根選手）

↓ 

 

 

日本チーム 

（後列右１番目春木選手、２番目山根選手、前列中央監督梅本）

↓ 
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ジュニアインターナショナルチームカップ 

平成 29 年 1 月 20,21 日 

ヒューストン（アメリカ） 

高校 1 年文理Ｄ組 三輪 哲平 

結果：団体総合（日本）優勝 

 種目別 平行棒 優勝 

     吊り輪 3 位 
 

この大会は、世界の高校生のトップクラスが集まる 2017 年最初の大会。昨年リオ五輪で団体優勝を

遂げた日本男子団体ですが、彼らも過去この大会と同じチームカップに参加し団体戦を日本代表とし

て戦う意義を感じて、昨年の優勝に結びつけました。日本ジュニア強化としても 3 年先、7 年先を見

据えた団体戦の強化の一環として取り組んでいます。 

そんな中、見事に団体優勝を果たし、良い経験をしたことと思います。また、種目別では、上記の通

りの成績を残し自信もついたことでしょう。海外で聞く「君が代」の感慨深さは、彼の胸に深くしみ

込んだことと思います。 

今後は、さらに精進し今年のインターハイでの優勝は勿論のこと、東京オリンピックを目指します。

今後も応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種目別平行棒表彰式 

 「君が代」を聞く三輪哲平選手 

 

 

団体総合表彰式 

（日本選手団左から 2 番目が三輪哲平選手） 

↓ 
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２０２０年東京オリンピックへ向け！ 

本校中学３年 H 組 北園 丈琉君が２０２０年東京への期待の選手として、産経新聞 4 月１９日

（水）夕刊に掲載されました。中学生で全日本選手権に出場し、現世界チャンピオンの内村選手も絶

賛しています。大きな夢に向かって頑張っていきますので応援よろしくお願いします。 

 


